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急性膀胱炎のCephalexinならびに
      Cephaloglycin治験
日本大学医学部泌尿器科学教室（主任：永田正夫教授）
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SUCCESSFUL TREATMENT OF ACUTE CYSTITIS
 WITH CEPHALEXIN AND CEPHALOGLYCIN
Masao NAGATA， Chttjir6 YAMAMoTo， Yukie TAKiMoTo， Masayoshi NAGATA，
          Takayoshi IToH and Giichi ONisHi
From the DePartneent of UroJogy， Nihon University School of Medicine
      （CJzair’mon： Prof． Masao Nagata， M． D．）
  This report deals with the analysis of clinical effects of cephalexin （CEX） and cephalogly
cin （CEG）， newly prepared cephalosporin C system antibiotic substances， which were admini
stered to 42 cases of acute cystitis by the oral route．
  The double blind method was used for evaluation of the drugs． Both CEX and CEG were
given at the dosage of 1 or 1．5 g per day for 5 consecutive days．
  Both CEX and CEG were found to have marked clinical effects against the infection of
gram－negative as well as gram－positive microorganisms． There were no differences between
effects of both drugs． No side－effects xKiere observed in any of the cases while the substances
were given． On the basis of the findings it is considered that both CEX and CEG are extreme一
工yvaluable in the treatment of urinary infections．
緒 言
 新しい経口cephalosporin C系抗生物質
cephalexini9｝（以下CEXと略記）および
cephaloglycin20｝（以下CEGと略記）の尿路感
染症に対する臨床効果に関してはすでに本邦で
も大越2〕，落合ら3）をはじめとして，多数の報
告4～18）があり，その優秀性が確認されている．
今回われわれも塩野義製薬株式会社から配剤の
提供を受けたので，急性膀胱炎患老42例にそれ
ぞれ使用し，その効果を検討したところ，いささ
か知見をえたので，その成績をここに報告する．
 CEX は7－C（D一α一amino一α一phenylacetamido）一3
methy1－3－cephem－4 carboxylic acid， CEGは7一（D－
cr－arnino－a－phenylacetamido）一3－methylacetylate－3－
cePhem－4－carboxylic acidの化学組成を有し，それ
ぞれ以下のごとき構造式を示すといわれている．
   Cephalexin
     H O’〈｝い幽幽、
            COOH
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Cephaloglycin
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Table 1観察例
    H O     l llCレ〒＋NH
    NH2         0
薬  剤  区  別 症 例
埠  COOHcH20c〈’9    CH2 CEX1日19投与群CEX1目し59投与群CEGユ日19投与群CEG1日1．59投与群 11 例10  例10  例11 例
観 察  法 計 42  例
 1）投与法：double blind法により，来院順に無
差別投与を行なった．
 2）投与量および投与期間：CEXならびにCEGと
もに1日19の群と1日1．59の2群があり，いずれ
も5日間ずつ投与した．
 3）観察例（Table 1）：患者はすべて急性膀胱炎で
その内訳は男子4例，女子38例に分かれる．
 4）効果の判定：効果の判定は投与終了後2日目に
行ない，その基準は自覚症状が消失し，尿中細菌が陰
性化し，白血球その他がすべて正常となったものを著
効（帯），自覚症状が改善され，尿中細菌は消失した
が，白血球その他がわずかにみられるものを有効（粋），
Table 2 C E X
症
例
No．
患 者
芳 賀
佐 藤
清 水
石 田
鈴 木
中 川
本 田
磯 山
朝 岡
升 岡
小 椋
年
令
19
20
54
34
20
32
39
22
60
36
29
性
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
6
主 訴
排尿痛，下腹部痛
頻尿，排尿痛
排尿痛，下腹部痛
 1！ ／1
頻尿，排尿痛，血尿
頻尿，排尿痛，尿混濁
頻尿，排尿痛，残尿感
頻尿，排尿痛
残尿感
頻尿，残尿感
排尿痛，残尿感，下腹部痛
検  出  菌
菌 株
E．co1三
E．coli
Citrobacter
け     てごD．CO1⊥
E．coli
E．COli
Ps． aeruginosa
E．coli
｛Ps． aeruginosa
Staph． aureus
Staph． aureus
Staph． aureus
治
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後
仁 所
治  療  前
出 混   赤血球白血球白 濁
±
十
±
±
十
十
十
±
±
十
±
±
O一 ！
2一 3
10－20
5一 6
20－30
0一 1
0一 1
1一 2
5一 6
多 数
50－60
多 数
多 数
多 数
3一 5
9一工0
多 数
9－10
多 割
信
蛋 混
白 濁
±
十
2一 3
1一 2
多 数
Table 3 C E X
検  出  菌 尿    所症例 翫
患 者
年令 別性
主     訴 治  療  前   治
菌   株
治療後
暫湯麺歯髄曙湯
1
2
3
4
5
6
7
8
9
工0
大 木
中 村
加 藤
藤 並
佐 藤
塚 田
切 田
山 中
安 藤
18
43
49
33
41
31
36
53
26
田山129
9
9
9
9
9
9
9
9
6
9
排尿痛，残尿感，血尿
排尿痛，下腹部痛
頻尿，残尿感
頻尿 排尿痛，残尿感
頻尿，下腹部痛，血尿
頻尿，排尿痛，残尿感
頻尿，残尿感
頻尿，排尿痛，血尿
頻尿，排尿痛，残尿感
排尿痛，残尿感
E． coli
Enterocococcus
Ps． aeruginosa
Ps． aeruginosa
Staph． aureus
gs． aeruginosa
Ps． aeruginosaAlkaligenes
Kユebsiella
Alkaligenes
十
土
±
±
十
十
±
十
年
十
士
±
±
±
20－30
10－15
0一 1
9一 10
20－30
o－
o－
1一 2
9－lO
2一 3
多 数
20－30
2一 3
30－40
多 数
10一15
3一 5
多 数
3一 4
20－30
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自覚症状，尿所見の改善はみられるが，なお臨床症状
のあるものをやや有効（＋），自覚症状ならびに尿所
見が全く改善されず，尿中細菌が陽性を示すものを無
効（一）と判定した．
 なおCEX，℃EGども投与終了後肝機能検査を行な
い，肝機能におよぼす影響を観察した例もある．
細菌学的検索
 膀胱炎患者の採尿は男子では中間尿を，女子では外．
陰部をマーゾニン綿球で清拭し，滅菌ネラトンカテー
テルで導尿した尿をそれぞれ被検材料とし，分離培養
ならびに分離菌の同定はわれわれの常用法1》により行
なった．分離菌株の感受性試験は抗生物質，化学療法
剤の12種について実施し，その判定は一濃度法で行な
177
つた．
 CEX， CEGの血中濃度測定は健康成人3名ずつに
それぞれ0．59を服用させ，投与前1回，投与後は1，
2，4，6時間の5回にわたり肘静脈より採血し，
B．subtilis PCI－219株を検定菌として，重層法によ
りそれぞれ測定し，平均値を算出した．尿中排泄率は．
血中濃度を測定した3名についてそれぞれ検索し，そ
の平均値を算定した．
 一方CEXあるいはCEGの250エngあるいは500
mgを健康成人2名ずつに経口投与し，投与後1，2，
4，8時間にそれぞれ採尿し，Staph． aureus 209－p，
E．coli， Ps． aeruginosaの標準株を検定菌として，
カップ法により，発育阻止帯の形成を観察し，その大
きさを計測した．
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臨 床 成 績
 1）CEX 19投与群の成績 （Table 2）
 この群は男子1例，女子10例の計11例で，頻尿，排
尿痛，残尿感，尿混濁，下腹部痛等を主訴として来院
した．初診時の尿を材料として分離した起炎菌はE．
coli 6株， Staph． aureus 3株， Ps． aeruginosa 2
株，Citrobacter 1株の計12株である．治療前章所見
で白血球は程度の差はあれ全例病的陽性を示し，赤血
球も陽性を示す者があった．蛋白は11例中9例が（±）
以上で，その大部分の尿に混濁が認められた．感受性
試験ではE．coli 6株中2株にTC， CP， CERに耐
性を示すものがあり，その他グラム陰性桿菌では
CitrobacterおよびPs． aeruginosaの3株が多剤耐
性を示した．投与終了後の尿検査の結果は全例尿所見
の改善，臨床症状が消失し，細菌も陰性で，その効果
は全例著効が確認され，副作用をみた例は1例もなか
った．
 2）CEX 1．59投与群の成績（Table 3）
 この群は男子1例，女子9例の計10例で，1例を除
けば1）群と同様な臨床症状および尿所見を示した．
検：出菌はE．coli 1株， Ps． aeruginosa 4株， Alkali－
genes 2株， Enterococcus， Staph， aureus， Klebsi－
ellaのおのおの1株ずつの計10株で，菌を証明しえな
い2例があった．感受性試験は10株中8株について実
施したが，Ps． aeruginosaはすべて多剤耐性株であ
った．治療効果は1例を除き全例に著効ありと判定さ
れた．
Table 4 C E G
症
例
Na
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
患 老
山 本
渡 沼
池 田
稲 垣
小 川
山 中
藤 中
菅 原
 金
高 田
年
令
35
31
19
25
14
27
23
43
70
37
性
別
9
9
6
9
6
9
9
9
9
9
主 訴
頻尿，排尿痛，残尿感
排尿痛，残尿感
排尿痛，残尿感
頻尿，排尿痛，残尿感
頻尿，排尿痛，血尿
頻尿，残尿感
頻尿，排尿痛
  ！1
頻尿，排尿痛，残尿感
排尿痛，頻尿，血尿
検  出  菌
菌 株
Staph． aureus
E． coli
Staph． aureus
E． coli
Coryne． diph．
E． coli
Alkaligenes
Staph． aureus
Ps． aeruginosa
E． coli
Ps． aeruginora
治
療
後
尿 所
治  療  前 治
三重赦球舳曙二
士
十
±
士
±
十
±
十
十
±
±
±
±
O一 1
9－10
1一 0
1一 2
9－10
1一 2
1一 2
0一 王
1一 2
1一 2
5一 6
15－20
10一15
15－16
多 数
0－30
5－10
5－10
10－15
9－10
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検  出  菌 尿     所
i年令
症例翫
愚 者
性別
主     訴 治  療  前 治
菌   株
治療燃
蛋 混   赤血球白血球白 濁 蛋 混
?濁
橋 本
H藤ｷ 内
z 沼
a@舘
?村
H 八
O 石
` 田
?井
@東
27
R8
Q1
Q2
U0
Q3
R2
Q9
S5
R3
Q0
頻尿，排尿痛，残尿感
r尿痛，残尿刑
哿A，排尿痛，残尿感
p尿，排尿籍血尿
p尿，残尿雨
h尿，排尿痛，血尿
p尿，排尿痛
p尿，排尿痛，血尿
p尿，残尿感
@〃     〃
p尿，r排尿痛，残尿感
E．coli
bitrobacter
@  －d．coli
@  －d．coli
rtaph． aureus
d．coli
d．coli
d．coli
os． aeruginosa
二＝二＝＝：一 50－60
Q0－30
P－2
T－10
O－1
Q0－30
O－1
R－4
X－10
P－2
  15－16
@ －40
@ 15－16
@ 多 数
@  4－5
@ 多 数
@ 多 数
@ 30－40
@ 多 数
@ 多 数
P－2 7－8
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 3）CEG 19投与群の成績（Table 4）
 この群は男子2例，女子8例の計10例で，主訴なら
びに尿所見は前2者と全く同様である．治療前尿中起
炎菌はE．coli 4株， Staph． aureus 3株， Ps． aeru・
ginosa 2株， Coryne， diph．， Alkaligenesのおのお
の1株ずつ計11株である．感受性試験の結果は11株中
7株について実施したが，Ps． aeruginosa 1株に多
剤耐控をみた．治療後尿所見は正常，細菌（一），臨
床症状は改善され，全例著効ありと判定しえた．
 4）CEG 1．59投与群の成績（Table 5）
 この群は全例女子で，11例について観察した．主訴
ならびに尿所見は前3老とほぼ同様であり，検出菌は
E．coli 6株， Citrobacter， Staph． aureus， Ps． aeru・
ginosaおのおの1株ずつの計9株である．感受性試
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験ではE．coliの2株はTC， CP， CEに耐性をみた
が，他の4株はSM以外は感受性株で， Citrobacter
は多剤耐性株であった．臨床効果はこの群の11例中2
例に臨床症状の残存する者があったが，他の9例は全
例著効ありと判定され，副作用をみた例は1例もなか
った．
 5）肝機能検査の成績（Table 6）
 前記各群のうちCEX， CEG投与後5例1，cついて肝
機能を検査したが，全例正常であった．
細菌学的検索
 1）分離菌株（Table 7）
 前記膀胱炎患者42例の初診時尿中から分離，同定し
えた菌株はE．coli 17株， Ps， aeruginosa g株，
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        Table．6肝機能の成績
患
   年． 性
者
   令  ．別．・
肝 機 能 検 査
．薬剤投与量効．果酢用 c綴蔑齢禁ぞ．・・PG・T
工  藤 38 ．♀ ． ．IC．EGI．．5×．5帯 ．な し 5．7 ．13．3 5二9 2！．0 18．0
石  田 34 ♀ CEX．1．0×5掛 〃 3渇 U．6＝． 4．．9 12．Q 14．0
小  川 14 ＄．． CEG 1．．0×5帯 〃 2．5 7．4． 23．4 19．0． 12，0 ．
．蓬  田 ．31 ．♀ CEXL与×5帯 〃 0．6 13．8 3．2 工7も0 17．σ
本  田 39 ♀ CEX 1．0×5．冊 〃 2．3 8．7 6．1 12．0 12．Q
Table 7’ lsolated strains
i）
2）
3）
4）
5）
6）
7）
8）
E． coli
Ps． aeruginosa ．
Staph． aureus
Alkaligenes fecalis
Citrobacter
Enterococcus’
1 lebsiella pneumoniae
Cotyne． diphtheriae
’1’ ，，
  9
  8
  3
  2
  ’1’
  ！
  1
Table．W  CEX， CEG．ﾌ標準株に対する
 MIC （mcg／ml）
Standardized
  Strains
total
Staphylococcus
 aureus 209－p
．．
dscherichia coli．
Pseudomonas
 aeruglnosa
Cephalexin
  1．56
  12．．51i
＞100．0
Cephaloglycin
  3：12
 ． 25．Q ．．’
＞IOO．O
42
Staph． aureus 8株， Alkaligenes 3株， Citrobacter
2株，Epterococcus， Klebsiella， Pneumonia， Coryne．
diph．のおの．おの1吟ずつ計42株であった．
 2）標準株のMIC（Table 8）
 本学細菌学教室保存のStaph． aureus 209－p， E．
cOli， Ps． aeruginosaりおのおの1株ずつのCEX，
CEGに対するMICを検索したところ， CEXで昧
Staph． aureus 209－p，は1．56 mcg（以下mcgは1
ml中）E． c・1嚥ユ2S rn・g， P・． aerugin・S・は100
mcg以上を示し， CEGではStaph， aureusは3．12
mcg， E．．．coliでは25．Omcg」．．Ps’．．． aeruginosa．では
100 mcg以上を．示した．
 3）分離菌株のMIC（Table 9，10）
 前記膀胱炎患者から分離した4’2Skのうち29株につい．
て，CEX， CEGのそれぞれのMICを測定した．そ
の内訳はE．coli 16株， Staph． aureus．3株， Ps．
aerugin s  5株， Citrobacter 2株， Alkaligenes，
Coryne． diph．， Enterococcusのおのおの1株ずつで
ある．
 E．coli 16株のCExに対するMICは100 mcg以
Table g MIC測定菌株
／）
2）
3）
4）
5）
6）
7）
E． coli
Staph． aureus
Ps． aeruginosa
Cirtobacter
Alkaligenes fecalis
Cory’獅?D diphtheriae
Enterococcus
tota1
16
3
5
2
1
1
1
29
Table 10 分離菌株のMIC（29株）
       菌株
@     区別
高モ〟^rn1
E，coliStaph．@ aureUS
Ps． aeru一   噸
@  9mosa
Cil，。b。、t。，Alk31igenes
@     fe，
Coryne．  ．Entero－
@  diph． COCCUS
CEX CEG CEX CEG CEX CEG CEX CEGCEX CEGCEX CEGX CEG
〈100
 100
 50
 25
  12．5
  6．25
0
！
0
2
10
3
2
0
0
1
11
2
o
o
o
o
3
0
5
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
o
o
o
o
o
1
o
o
o．
e
’0
1
1
0
0
0
0
0
0
1
0・
o
o
o
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上を示すものはなく，100mcg 1株，25 mcg 2株，
10mcg 10株，6．25 mcgを示した3株に分かたれ，そ
の多くは12．5mcg以下であった． CEGに対する
MICは100 mcg以上を示した2株，25 megを示す
1株，12．5mcgを示す11株，6．25 mcgを示す2株が
あり，その多くは12．5皿cg以下であった．
 StaPh． aureus 3株のCEXに対するMICは25
mcgを示す1株，12．51rncgと6．25 mcgを示す1株
ずつに分かたれ，CEGでは3株とも12・5mcgを示
した．
 Ps． aeruginosa 4）5株はCEX， CEGの両者とも．
そのMICは100 mcg以上であった． Citrobacterの
CEXに対するMICは2株とも1001ncg以上を・
またCEGのそれは100 mcgであった． A！kaligenes
の1株はCEXでは100 mcg， CEGでは100 mcg以
上であり，Coryne． diph．の1株はCEX， CEGとも
にそのMICは6．25 mcgを示した． Enterococcus
の1株はCEXでは100 mcg以上， CEGでは100
エncgであった，
 4） CEX， CEG 500 mg経口投与後尿中抗菌力の検
定（Table 1／）
 健康成人2名にCEX， CEGをそれぞれ500 mgず
つ同門投与し，投与前1回，投与後は1，2，4，8
時間ごとに採尿し，カップ法により，Staph． aureus
209－p，E． coli，？s． aeruginosaの標準菌株を検定菌
として，発育阻止帯を観察した成績は以下のごとくで
あった．すなわちStaph． aureusを検定菌とした場
合，CEX投与1時間尿では3．6 cm（以下数字はcm），
2時間3．0，4時間4，0，8時間3．2，CEGでは1時間
3．6，2時間3．0，4時間4．0，8時間3．2であった．
耳coliの場合はCEX投与後1時間尿では！．8，2時
間2．4，4時間2．5，8時間！，9，CEGでは1時間尿で
3．6，2時聞2．5，4時問2．0，8時間1．8であった．
Ps・aeruginosaを検定菌とした場合はCEXおよび
CEGの双方とも1時閥ないし8時閥まで，完全な発
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育阻止帯の形成は全くみられなかった．
 5）CEX， CEG 250 mg経口投与後尿中抗菌力の検
定（Table 12）
 健康成人2名にCEXおよびCEGをそれぞれ250
mgずつ経口投与し，4）と同様方法で，標準菌株に
対する発育阻止帯形成を観察した．その結果，Staph．
aureus 209－pを検定菌とした場合， CEX投与後1時
間尿では2．4，2時間3．2，4時間3．2，8時間2．1，
CEGでは1時間尿で3．0，2時間2．8，4時間2．8，8
時間2．7を示した．Ecoliを検定菌とした場合CEX
では1時間尿で1．3，2時間2．3，4時間2，2，8時間尿
では阻止帯形成はみられなかった．CEGでは1時間
尿で2．1，2時間2．1，4時間1．6，8時間1．5であっ
た．Ps． aeruginosaを検定菌とした場合はCEXお
よびCEGに1時間ないし8時聞まで全部に発育阻止
帯の形成は認められなかった．
Table 12 CEX， CEG 250mg経口投与後
 尿中抗菌力の検定
X諮興taph薬剤名 lau「eu§209－P
採尿時間
     Ps． aeru－E． coli       ginosa
前
1
2
4
8
1cEx－Ll fiicitiiG I・cEx l．g］ILG 1／rg．g？slgiix l cE9
O 1 0
2．41 3．0
3．2 1 2．8
3．21 2．s
2．1P 2．7
o lo Io
エ．32．一・
，．3 P 2．il g
2．2i L 6     00 i Lsl o
o
o
o
o
o
Table ll CEX， CEG 500 mg経口投与後
 尿中抗菌力の検定
i lcoii 1 Ps・ a－e，Tiu：
       glnosa
数字＝阻止帯の大きさcm
     Staph．瀦採尿時間＼ aureus 209－pCEXcEG i cEx 1 cEG 1 cEx 1 cEG
前
1
2
4
8
0
3．6
3．0
，4．0
3．2
0
3．6
3．0
4・． 0
3．2
0
1．8
2．4
2．5
工．9
0
3．6
2．5
2．O
I．8
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
数字＝阻止帯の大きさcm
 6）CEX 500 mg経口投与後の血中濃度（F ig．1）
 健康成人3名にCEX 500 mgをそれぞれ経口投与
し，投与前1回，投与後lt 1，2，4，6時間の計5
回それぞれ採血し，血中濃度をB．subtil・is PCI－219
株を検定菌として，重層法により測定し，その平均値
を算出した結果は以下のごとくであった．すなわち1
時間後の血中濃度は1ml中12．5n：lcg，2時間15．5
mcg，4時間3．Omcg，6時間0であった．
 7）CEX 500 mg経口投与後の尿中排泄率（Fig．2）
 6）の血中濃度を測定した健康成人について2時間，
2ないし4時間，4ないし6時間までの蓄尿をそれぞ
れ行ない，尿中CEX排泄率を6）と同じ方法で測定
した．その結果平均値は2時間までに52，6％，2ない
し4時間32．49多，4ないし6時間までは2．8％で，投
与後6時間までに合計87．8％の排泄率を得た．
 8）CEG 50Q mg経口投与後の血中濃度（Fig．3）
 健康成人3名に6）の場合と全く同じ方法で血中濃
度を測定した．その結果投与後1時間では1．9mcg，
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mcg／m1
5
4
3
2
1
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    051 2 3 g 5 6 hrs
Fig．1 Cepha工exin 500 mg投与後の血中濃度
＄
雪
50 ・
％
％
％
門％
    O－2 2噂＃ L卜．・6 0－6．hrs
Fig．2 Cephalexin 500 plg投与後の尿中排泄率
2時間4．8mcg，4時間1．6 mcg，6時間では0を示
した．
 9）CEG 500 mg経口投与後の尿中排泄率（Fig．4）
 8）の血中濃度測定を行なった健康成人3名の尿に
ついて7）と全く同様に尿中排泄率を測定した．その
結果投与後6時間までの尿中排泄率は合計22．5％であ
った1，
田cg／田工
30
20
10
      1 2 3 4 5 6hrs
Fig．3 Cephalo91ycin 500 mg投与後の血中濃度
％
30
20
10
L一．一一一．一．L一一．一L．．．一一
         〇．’6 hrs
Fig．4 Cephalo91ycin 500 mg投与後の尿中排泄率
総括ならびに考按
 以上に記した急性膀胱炎に対するCEXおよ
びCEGの治療成績と細菌学的検索の結果を総
括して以下にしるしたい．男女の急性膀胱：炎42
例に対し，double blind法により無差別投与
を行なった成績は両剤とも，その投与量に関係
なく，各群ともはなはだ有効に作用し，治療効
果に対する優i劣は決めがたい．CEXおよび
CEG投与終了後5例に肝機能検査を実施した
が，この程度の投与量および期間では肝機能に
影響はみられなかった．
 細菌学的検索のうち教室保存の標準株の数種
と患者尿を分離源として，分離同定した42株中
29株の双方について，MICを測定した結果は
以下のごとくである．すなわち標準株のStaph．
aureus 209－P， E． coliの2種のMICをみる
と，CEXはCEGに比し，‘やや低濃度で発育
阻止作用があり，Ps． aeruginosaに対しは両
永田・ほか：急性膀胱炎・Cephale茎inとCephaloglyci．n
剤とも100mcg以上でも発育阻止作用はなか
vた．
 分離菌株42株のうち，E． coli 16株のMICは
その癒とんどがCEX， CEGともにユ2．5mcg
以下で，25～！00 mcg以上を示す株は少なかっ
た．Staph． aureus 3株ではCEXは25 mcg
以下，CEGは12．5mcg以下であり．Ps． aeru－
ginosa 5株はCEX， CEGともに100 mcg以
上であった，Citrobacter， Alkaligenes， Entero－
coccusの3株もCEX， CEGに対し，ともに
100mcg以上を示し， Coryne． diph．の1株は
6，25mcg以下であった．すなわちE． coli，
Staph． aureus， Coryne． diph．に対してはCEX，
CEGともに低濃度でよく発育阻止がみられる
という結果がえられた．
 CEXおよびCEGの油剤を健康成人の2名
ずつにをれそれ500mg，250／PP9の投与を行な
い，投与前後の尿をおのおの5回採尿し，Staph．
aureus 209－p， E。 coli， Ps． aerginosaの標準
株を検：定菌として，その発育阻止帯をカップ法
で計測した．その結果Staph． aureus 209－pに
対しては両剤とも8時間尿においても強い発育
阻止帯を形成し，E． coliに対しては前者より
やや劣るが，4時間までは口話ともじゅうぶん
な発育阻止帯を形成する．しかしPs． aeru・
ginosaに対しては両剤とも全く阻止帯の形成
がみられなかった．すなわち1回の投与量が
250mg程度でも尿中濃度は両剤とも長時間に
わたり，かなり高いことを示した．
 CEX 500 mgを3名にそれぞれ経口投与し，
その血中濃度を重層法で検索し，平均値を算出
すると，投与1時間後で12，5mcg，2時間後
15．5mcg，4時間3．Omcgを示し，2時間値
が最高であった．CEX 500 mgを投与した3名
について，同様尿中排泄率を測定したところ，
2時間までに52．6％，2～4時間で32．4％，4
～6時間では2．8％を示し，0～6時間までに
その排泄率は87．8％に達iした．
 CEG 500 mgを3名に経口投与し，その血中
濃度をCEXの場合と同様にして検索したとこ
ろ，1時間値はユ．9mcg，2時間4．8 mcg，4
時間1．6 mcgで， CEX同様2時閲値が最高を
示し，その尿中排泄率は6時問までに22．5％で
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あった．、
 一方CEGの体内濃度はCEX、に比し，かな
り二値を示すが，CEGの体内濃度に関しては
以下に述べる問題点2ωがあり，この点を考慮に
入れる必要があるものと思われる．すなわち
CEGを経口投与すると，その大部分がdesace－
thylcephaloglycinに変化し，検定菌により体
内濃度が異なる．したがってCEGに関しては
CEXと異なり， desacethylcephaloglycin と
cephaloglycinの両者を分別定量する必要があ
る．このため検定菌は前者にはS．1utea PCI－
1001を，後者にはB．subtilis PCI－219を用いる
のが合理的であるといわれている．われわれは
CEG体内濃度の測定にB． subtils PC工一219を
用いたので，実際にはdesacethylcephaloglycin
を測定1．．ていない．体内で両者の比率は9：1程
度といわれるので，CEGの血中ならびに尿中
濃度の真の値を知るためには分別定量が絶対必
要である．ともあれ，われわれの成績ではCEX，
CEGともに尿中抗菌力は4時間までかなり高
い濃度を維持するので，尿路感染症の治療薬剤
としてはなはだ有力な抗生剤と考えられる．
結 論
 われわれは男女の急性膀胱炎患者42例に対
し，新しい経口cephalosporin C系抗生物質で
あるCEXならびにCEGを二重盲検法により
投与し，その治療効果を検討するとともに，2，
3の細菌学的検索を行ない，以下のごとく結論
する．
 D CEXおよびCEGの効果は投与量に関
係なく，グラム陽性および陰性菌感染症に対し，
はなはだ有効で，両剤に優劣はなかった．
 2）CEXおよびCEGの双方とも経口投与
後血中濃度は2時間値が最：高を示した．
 3） CEXおよびCEGの尿中排泄率はB．
subtilis PCI－219を検定菌とした場合，6時間
までに前者87．8％，後者22．5％であった．
 4）CEXおよびCEGの標準菌株ならびに
分離菌株に対するMICは2，3の菌株を除け
ばいずれも低濃度で発育阻止がみられた．
 5） CEXおよびCEGともに投与期聞中み
るべき副作用はなく，尿路感染症の治療に対し
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てははなはだ有力な薬剤と考えられる．
 （本論文の要旨は日本泌尿器科学会第34回東部連合
地方会で発表した．）
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